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【第 4弾】 

認知症まちづくり事後評価 

地域円卓会議 

認知症と共生する社会とは一体なんなのか？ 

当事者の多様なニーズに寄り添うために、これから地域や専門職などの 

各セクターはどう協働し、地域づくりを担っていくべきか考える 

 

実施報告書 
 

日  時： 2025 年 1月 31 日（金）17:30-20:30（受付開始 17:00-） 

場  所： 沖縄県総合福祉センター 501 会議室（沖縄県那覇市首里石嶺町 4 丁目 373−1） 

主  催： 沖縄認知症見守りコンソーシアム 

（公益財団法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄県地域振興協会） 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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【報告】【第 4弾】認知症まちづくり事後評価地域円卓会議 

 
■日  時：2025 年 1 月 31 日（金）17:30-20:30 

■場  所：沖縄県総合福祉センター 501 会議室 

■着席者数：10 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：15 名（NPO・市民活動団体、その他） 

■主  催：沖縄認知症見守りコンソーシアム（公益財団

法人みらいファンド沖縄、公益社団法人沖縄

県地域振興協会） 

■協  力：NPO法人まちなか研究所わくわく

 

伊波 晋 （公益財団法人みらいファンド沖縄プログラムオフィサー） 

松田 可奈子 （公益財団法人みらいファンド沖縄プログラムオフィサー） 

認知症と共生する社会とは一体なんなのか？当事者の多様なニーズに寄り添うために、 

これから地域や専門職などの各セクターはどう協働し、地域づくりを担っていくべきか考える 

休眠預金を活用した「認知症まちづくり事業」は最終年度を迎えました。私たちはこれまで、福祉の専門家で

はない市民コミュニティ財団だから貢献できることは何だろうと自問しながら、実行団体とともに活動し、多く

の方々と対話を重ねてきました。たとえ認知症になったからといって、これまでの日常生活を変えることなく、

自分らしく生き続けられる社会に近づけるために、私たちは一体何ができるでしょうか？折しも、閣議決定され

た「認知症施策推進基本計画」には、認知症の人と家族等が、行政や地域・企業などの多様な主体とともに、認

知症バリアフリー化を推進することが発表され、沖縄県においても、官民連携体制が模索されいます。 

今回の地域円卓会議では、当事者の多様なニーズに寄り添い、地域や専門職などの各セクターのこれからの役

割について改めて考え、認知症まちづくり事業における３年間の成果と課題を振り返ります。 
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＜板書記録＞ 
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■今後のアプローチの方向性（提案） 

 

1) 認知症共生社会の方向性 

これまで、家族と当事者、そして専門職で支えてきた認知症への対応を、地域住民

や地域企業が参画することで、当事者の見守られ方に対する多様なニーズに応える

取り組みが発露する地域にしていきたい。 

2) 認知症共生社会の実現にあたっての価値観 

制度の枠組みではなく、人と人との関係性に重点を置くことで、上下関係ではなく

対等で水平なつながり、また、単一の世代に限らず、多世代かつ他業種が関わるこ

とが大切。 

3) 認知症共生社会を実現するための土壌作り 

様々な、地域住民や民間の取り組みを事業化するには、前段の価値観を体現した地

域拠点やイベント等の「接続」の場が必要で、ここが理念や実態の共有や事業評価

の場になって行くと考えられる。ここでは多くのステークホルダーが参加した、質

の高い対話の場をつくることが不可欠であり、みらいファンド沖縄にはこの役割が

期待されている。 
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■参加者によるサブセッション 

認知症と共生する社会とは一体なんなのか？当事者の多様なニーズに寄り添うために、 

これから地域や専門職などの各セクターはどう協働し、地域づくりを担っていくべきか考える

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 当事者家族として論点提供 

 顔の見える支援・関係性 

 地域とつながる 

 安心して外出、個人としても出来る 

 仕事としてのあり方、家族としてのあり方 

 やってみる感じが大事 

 扱われたいように扱っている 

 いい事例を聞いた 

 スティグマ、本人のスティグマ 

 関わる中で暴言とか出てくる人もいる 

 「言われたら嫌だよ」と伝える⇒はっとす

るっ人もいる 

 人間同士の関係＝本音を言える関係 

 認知症、遠慮する 

 対応のふりかえりフォロー 

 全員で共有 

 毎朝ミーティングで共有 

 認知症になったら 

 社協 

 地域福祉から 

 全世代 

 33自治会 

 

②  

 地域見守りたい： 

入口知念商店（首里・宜保） 

 地域のつながり（地域の情報が井戸端会議

として出てくる） 

↓ 

必要な支援につながる 

↓ 

出口 包括・グランアーク 

 

③  

 昔、祖父が認知症だったことを久しぶりに

思い出した 

 スティグマの話をきいて、家族がとても悲

しんだ 

↓ 

金城さんの講演会の話に 

 「自分のいないところで物事を決められる

のか嫌だ」ということを講演会できいて良

い状況になった 

 正しい知識を得ること。実体験大切 

 チェックリストをご夫婦で楽しくやってい

る 

 楽しく備える 

「私が認知症になったら手をつないでね」 

 

④  

 地域づくり 

 地域課題に取り組むのと地域づくり 

 自治型と地域課題 

自己実現（趣味） 

 やりたいことを開く 

 色んな人を巻き込む、協働、対話 

 むずかしい 

 高齢化→平日参加できない 

 認知症もいるが参加者が増えない 

 地域の人って誰？ 

   ↓ 

役割がないと居づらい 

役割があると参加できそう 

    ↓ 

役割ない人に参加してほしい 
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認知症のくくりはいらない 

国民ではなく居住 

 

⑤  

 NPO 子育て世代サポート 居場所 

 啓発中心 成果ってどう表現するの、、、 

 共生社会の実現は道のり長い 

 行政との連携目指す 

 全部を知る必要ないよね 

 知っている物同士が歩み寄れる「呼ぶ」 

 「教育」柱 

 ↓ 

予防というメッセージ 

負の学習に、、、 

 ↓ 

反省から当事者の悟り、出会いの場好評！ 

 メイドきっさ 65～78  

 月１回 グリーフケア まぼろし 若い子 

 市民だからこその発送 自由 

 制度の限界を知る 

 両輪 大切 

 自然と振れる ケイハツされる 

|| 

ゴチャマゼ 

 

⑥  

 良い土壌づくり、種まき、花を咲かす 

 ホームビデオ上映会 

 地域の歴史をみんなでふり返る 
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【第 4弾】認知症まちづくり事後評価地域円卓会議  

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2025 年 1月 31日（金）17:30‐20:30 

・場所：沖縄県総合福祉センター 501会議室 

・着席者：10 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：15 名（NPO・市民活動団体、その他） 

（アンケート回収 9 名、回収率 60％） 

 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

４．満足度 

平均：4.9（5 点中） 

5. 

満足 

4. 

概ね 

満足 

3. 

普通 

2. 

あまり

満足し

ていな

い 

1. 

不 

満足 

8 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 着席者の方々のお話が多岐にわたり、実例も

あり、サブセッションの時間も学びが多かっ

たです。 

 自分の団体でも生かすことのできる気づき

が得られました。 

 地域円卓会議のしくみを生で見ることがで

きた。 

 現場の皆さんが取り組んでいることがよく

分かって楽しかったです。 

 実際の円卓会議を見ることができた。サブセ

ッションで他の人と意見交換できた。もう少

し話す時間ほしかったですが、足りなりくら

いが丁度よいのでしょうか、、、。 

 円卓会議で行われていること、雰囲気がよく

わかりました。 

 認知症スティグマは、他の課題においても言

えそう(母子家庭、 障がい)で、どうスティグ

マを取り除いていくかのアプローチが参考

になりました。 

 いろいろな立場の方の活動やお考えを知れ

た。 

（４．概ね満足） 

 時間が足りなかった。 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

 ミマモライド。 
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 共生社会の実現を推進するための、、、。 

 スティグマの解消。 

 認知症や高齢になってもよく生きる。本人主

義であることの大切さ。これは様々な分野で

言えることだと思っています。 

 ミマモライドがうちの地域にもほしい。どの

しくみも考え方も大変勉強になりました。 

 専門家となり市民コミュニティ財団のでき

るこ。当事者中心。水平関係。 

 休眠の実行団体は制度の狭間をうめるので

はなく、当事者の声をきく、中心におく、支

援者・非支援者の関係を越えようとしている

という話は新しい視点で自分たちも意識し

たい点でした。 

 「認知症」は、社会課題を自分ごと化する強

力な話題だった。 

 うちあたい。 

 制度の解釈をみんなで一緒にやってみる会

の実施。 

 制度をどう理解するか。消極的に消化するの

ではなく。 
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（写真）会場の様子 
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 ＜サブセッション 記録用紙＞※編集：参加者名は削除 
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